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1. はじめに 放射性物質を用いたテロへの対策などのために、全方向からのガンマ線に対し感度

を有する全方向コンプトンイメージングを用いた放射性物質の探知手法の開発を行っている。こ

れまでに、画像再構成法の一種である Origin Ensemble(OE)

法[1]を全方向コンプトンイメージングに適用し、最構成画

像の信号/バックグラウンド比を改善することで、複数の

線源が存在する場においても全方向ガンマイメージを取

得できることを示した[2]。そこで、OE 法を用いた全方向

コンプトンイメージングにより得られた再構成画像を用

いて 3 次元空間上に存在する複数の点状ガンマ線源の強

度・位置を推定する手法を検討した。 

2. 複数の点状ガンマ線源の強度・位置推定 

 3 次元マルチピクセル型 CdTe検出器を用いて、Fig.1 の

ように設置された２つの点状 137Cs線源（線源強度 1 MBq）

に対し、３箇所で全方向ガンマイメージを取得した。各位

置で OE法を用いて得られた全方向ガンマイメージを 3次

元ボクセル空間にて重ね合わせることで、２つの線源の位

置・強度を推定した。結果の一例を Fig.2 に示す。各線源

の位置を不確かさ±20 mm、強度を 1±0.4 MBq と推定で

きることを示した。 
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Fig.2 Estimated locations and activities of 
two 137Cs sources on 3D voxel space 
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Fig.1 Experimental setup 
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